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活用事例セミナー

2025年9月11日～12月31日

ビットクォーク株式会社
COO
小野沢 耕也
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2

BitQuark の 由来

情報学（Bit）と物理学（Quark）の

かけあわせで、常に核心に迫っていく

ビットクォークのご紹介

商号 ビットクォーク株式会社

所在地
本社：東京都中央区八重洲1ｰ5ｰ20東京建物八重洲さくら通りビル3階

中部：愛知県名古屋市昭和区鶴舞1-2-32 STATION Ai

事業目的
データを活用したソリューションの提供、

同技術の研究・開発・運用・コンサル等

主要事業 assimee（アシミー）事業、ソリューション事業

クリエイティブなアイデアを生み出せる環境を創るMission

顧客第一 ⇒ 技術ありきではなく、お客様にとって最善の課題解決方法を最優先

スピード ⇒ 必要なことを迅速にプロダクトや組織に反映するスピード感
Policy
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3 会社沿革

2016年6月
産総研/NEC連携研究室の立ち上げ

2023年4月
カーブアウト

2024年9月
①愛知県のアクセラプログラムに採択

②Toshiba OPEN INNOVATION PROGRAMに採択

2022年5月
assimee（アシミー）SaaS版リリース

2024年2月
プレシリーズA資金調達

研究を通して感じた実体験

「課題解決の手法でしかないシミュレーションを活用するハードルが高い」

を解決するために日々歩んでいます。
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4 の特長

だれでも簡単に使えるシミュレーター

豊富な活用シーン

新規ライン設計～既存ラインの

改善まで活用可能

多様な生産形態への対応

セル生産・ライン生産等

あらゆるラインを再現可能

多様な課題を解決

ボトルネック特定、

AGV・在庫・人員配置最適化
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5 の活用シーン

・・・今後対応予定

工程設計 ライン設計 生産計画 生産性評価・改善

3D生産シミュレーション

生産活動

assimee

スケジューラー

システム 工程 レイアウト/生産性 設備 スケジュール策定 現状見える化・課題抽出 改善シナリオ立案・検証 予実管理・分析

assimee

ラインの生産能力比較

AGV台数最適化等

ライン設計時の簡易検証・生産準備

人員配置計画最適化 例：時間ごとシフト、多能工化等

生産リードタイム最適化、段替え最適化

シーン1

既存生産ラインの生産能力評価

ライン改善の事前検証

例：プロセス変更、在庫適正化

能力評価・ライン改善

シーン2

工程稼働率

10％

UP

25％

DOWN

業務工数削減

75％

DOWN

AGV台数

15％

DOWN

事例1 事例1 事例2 事例③

事例③

業務工数削減

90％

DOWN

事例2

事例2-2
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6 幅広いユースケースに活用可能

導入会社・部署 活用シーン 課題・背景 導入効果

FAϵрЅИϯзрϽᵓּז жϱрχ ᾁ

Å χ жϱрτΣΪϥḛӬ ᾁ Ϭ

ὓ▄ЊТЕπ“μοΜθΥᾁ ⌠Ộ ᴻΥ‰ΨʺḛӬσЄ

Ьвй˔ЄдрЊТЕϬẐϛοΜθ

Ộ Ῥ 50̋⌡ᾚ

自動車部品メーカーA社
生産技術部
※事例1

新設ラインの成立性検証/AGV導入

Å既存のソフトは、 AGVの台数やルートの優先順位など条件

変更時のトライアンドエラーに時間がかかる

Å使える人が少なく、シミュレーションが活用しきれていない

業務工数 75 ％減
AGV台数 15 ％減

自動車部品メーカーB社
生産技術部
※事例2

既存ラインの改善検証/生産性向上

Å 3Dシミュレーターで生産性向上の施策検討

Åボトルネック（トレイ不足）は判明していたが、操作が難し

く改善施策の検証がうまくいかなかった

業務工数 90 ％減
工程稼働率 10%増

ḁ ˔Ю˔ϸכּ
▀Ṫ

Ṍ жϱрχᵠ ᾁ /
∕ᾫ ᴟτϢϥ ▀ ΰ

Å ︢⌠Ộχ ṍΥ  τσμοӟ‭ʺ▫ᶝΤϤ∕ᾫ

τϢϤ ▀ Υᾚμθ

ÅІЧ˔ІϜ― ΰθ πχʺ∕ᾫχ ΥϩΤϣσΜ

Ộ Ῥ 90̋⌡ᾚ
∕ᾫ ᴟτϢϥ ▀ 3̋ΰ

Ӻ ṐṀЮ˔ϸ˔
▀

Ṍ жϱрχᵠ ᾁ / ▀ ΰ Å ‰Ϭ Ϟβ⌠ỘԌχЈи Ϭᾁ ΰθΜʻ
Ộ Ῥ 80̋⌡ᾚ
▀ 5̋

ḁ ˔Ю˔ϸכּ
Ṫ Ṫ ע

Ṍ жϱрχᵠ ᾁ /
Ω σ ▀ χὓ▄

ÅϷ˔Ѝ˔έρτΩ σ ▀ Ϭᾁ ΰθΜ

ÅϵϼЈиπ◌ ṍέρτ σᾁ ⌠ỘϬΰοΜϥ
Ộ Ῥ 70̋⌡ᾚ

その他にも人員配置最適化、リードタイム短縮、カーボンフットプリント計算、実データ連携による予実分析等

にも活用できます
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活用事例1
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8 の 活用事例1 新規ラインの成立性検証

課題１：現場が使いこなせないシミュレーションソフト

Å 導入中の3Dのシミュレーションソフトを現場

が使いこなせず、専任部署へ委託している

Å 検証のトライ＆エラーを現場で完結できず、

コミュニケーション含め1回の検証に膨大な時

間を要する

課題２：AGV導入に向けた成立性検証・コスト削減

Tier1自動車部品メーカーA社 生産技術部

Å 最適台数を算出するための複数シナリオのトラ

イ＆エラーに時間がかかる

Å 必要最低限の設備投資をするため、目標出来高

を達成できる範囲で、AGVの最適台数を算出

したい
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9 の 活用事例1 新規ラインの成立性検証

assimee上にモデル再現→交差点成立性の検証受領した情報

設定条件

積込2
AGV①

AGV②

充電6 充電5 充電8

交差点1

設定ポイント4

設定ポイント3

交差点2

設定ポイント

交差点一時停止

積込場所

充電場所

一時停止解除

60ｍ 20ｍ

ルートA ルートB

150ｍ

AGV速度=1.5m/s
15ｍ

30s

30s30s

2種類のAGVの交差点通過の
可視化・成立性検証

assimee上にモデル再現

シミュレーション結果

レイアウト図（工程フロー情報）

ʾи˔Е ʿи˔ЕAʺBχΜγϦΤϬ “
ʾῖ₯ ʿᵥ и˔Е ʺᴍ и˔Е ʺ
ʾ ᴷ ʺⱲḧʿ ṜТк˔τṜ∏
ʾ “ ʿ1.5m/s
ʾ ψ1 Ⱳτ50̋ӟ χ▪ ϬӲⱱ

① ② ②①
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10 の 活用事例1 新規ラインの成立性検証

AGV台数の最適化

最適化対象選択

目標数の設定

制約条件の設定

最適値の表示 当初想定から3台削減しても、

目標を達成できることを確認

現場における制約条件を考慮最適化したいパラメーターを選択

（複数選択可）

目標生産数・比率・スケジュールを設定
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11 の 活用事例1 新規ラインの成立性検証

効果②効果①

AGV台数：20台

最適化後：17台

AGV台数削減

15％

Å 人手では検証しきれなかったAGVの走行ルート・
速度・充電ポイント等を踏まえた成立性を検証。

Å 諸条件確定後、ルート走行するAGVの種類ごとの
台数を「現場で実現できる制約を踏まえて」最適化

Å 設備投資前に、低コストでシナリオ検証し意思決定に
活用

AGV3台1,000万円分の過剰投資を回避

※AGV1台300万円で計算

業務工数削減

75％

AGVシミュレーター：検証 80時間

assimee：検証20時間

Å シミュレーター習熟に要する時間が大幅に削減し、
「検証」に集中できるようになった

Å 既存のソフトでは AGV台数、交差点までの距離等、
制約条件の優先順位変更時の検証に時間を要していた
が、assimeeでは条件変更が容易で、メンバーのスキ
ルに依存することなく活用が可能に

Å 最適化機能で複数シナリオのトライ＆エラーが不要に
なり、業務工数を削減

AGVの移動距離・速度変更も
パラメーター1つで簡単に
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活用事例2
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13

課題２：既存ラインの生産性向上

既存ラインでの増産シナリオが成立するか

シミュレーションによる検証が必要

の 活用事例2 既存ラインの成立性検証

課題１：現場が使いこなせないシミュレーションソフト

Å 3D生産シミュレーションを導入しているが、現場が

使いこなせず、管理部門で対応している

Å 現場とのコミュニケーションで膨大な時間がかかり、

一部のケースでしかシミュレーションが活用できて

いない

Tier1自動車部品メーカーB社 生産技術部
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14 の 活用事例2 既存ラインの成立性検証

assimee上にモデル再現→ボトルネック特定受領した情報

レイアウト図（工程フロー情報）

パラメーター情報（エクセル）

工程ごとに連動した
稼働ステータスの確認

手待ち状況のある工程・
ボトルネック工程の分析・特定

assimee上にモデル再現

シミュレーション結果
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15 の 活用事例2 既存ラインの成立性検証

シミュレーション結果ボトルネック工程の詳細シミュレーション

Å一部品ずつ運搬していく運搬ローダーの動きを再現

Å空になったトレイが前工程に戻る動きを再現

全体ラインの中でボトルネック工程をさらに詳細分析

①運搬ローダーを使って製品を１つずつ、別のコンベアのトレイに乗せる作業
②後工程が止まると、トレイに移せなくなるため前工程も止まる
③トレイの枚数の上限（14枚）を設定

トレイの動き
（コンベア）

部品の動き

トレイ総数14枚

機械が稼働し
トレイがコンベ
アに流れていく

空になったトレ
イが１つずつ前
工程に戻る動き

Åトレイの適正枚数を再現し、適正枚数でのシミュレーション

結果が増産目標を達成していることを確認

品目別生産推移 品目別生産数
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16 の 活用事例2 既存ラインの成立性検証

効果②効果①

業務工数削減

90％

3Dシミュレーター：検証 20時間

assimee：検証1.5時間

約70％ 約80％
工程稼働率

Å シミュレーション専門部隊（管理部門）に頼らず現場
主導で運用し、PDCAを自走化。検証プロセスの手戻
り削減により、現場・管理部門の業務負荷を軽減

Å 手順・指標の標準化により習熟期間を大幅短縮
属人化を抑制して再現性ある成果を継続的に創出

Å 計画・実績・シミュレーションの数値を統一し、
全社で同じ指標を前提に迅速な意思決定を実現

ボトルネック工程の送り出し待ち・手待ちを解消

Before After

Before AA:362個、BB:362個 After AA:388個、BB:388個

生産数 工程改善がライン全体の生産性向上に寄与
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3D生産シミュレーターとの比較
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18 の活用シーン（再掲）

・・・今後対応予定

工程設計 ライン設計 生産計画 生産性評価・改善

3D生産シミュレーション

生産活動

assimee

スケジューラー

システム 工程 レイアウト/生産性 設備 スケジュール策定 現状見える化・課題抽出 改善シナリオ立案・検証 予実管理・分析

assimee

ラインの生産能力比較

AGV台数最適化等

ライン設計時の簡易検証・生産準備

人員配置計画最適化 例：時間ごとシフト、多能工化等

生産リードタイム最適化、段替え最適化

シーン1

既存生産ラインの生産能力評価

ライン改善の事前検証

例：プロセス変更、在庫適正化

能力評価・ライン改善

シーン2

工程稼働率

5％

UP

25％

DOWN

業務工数削減

75％

DOWN

AGV台数

15％

DOWN

事例1 事例1 事例2 事例③

事例③

業務工数削減

90％

DOWN

事例2

事例2-2
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19

8

3D生産シミュレーター と の比較

420（90日間）

準備段階（学習コスト） （単位：時間）

（7日間）

実行段階

402 2

™ᾁ

͍

ὓ▄

͍

ᴿ

準備段階、実行段階の両方で大きな工数削減が見込めます

ᾝ ρχЀЬвИϾ˔Єдр/Ῥ Тк˔ /ЄЬвй˔ЄдрЯДиᴟ

2 12 0.5 0.5

準備時間削減 98％ 1人あたりでも年間200万円β相当

実行時間削減 85％ 1回の改善PDCAごとに20万円βの削減

β⌡ᾚⱲḧϬⱲẚ5 ▄πḊד

テンプレート化

コピー＆ペースト機能

パラメーター一括入力
（CSVインポート）

モデル共有・
インポート機能

ノーコードで直感的な
UI/UX

AIチャット機能
（操作補助）

工数削減を実現する機能 工数削減を実現する特長

生技～製造まで
一貫したモデルの流用

現場～経営層が同じ
数字で議論可能

工数削減を実現する機能

生成AIによる
分析サポート機能

既 存 の ３ D

生 産 S i m

既 存 の ３ D

生 産 S i m
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20 3D生産シミュレーター と の比較表

項目 3D生産シミュレーション assimee

Ộ ʾṐ

ʾ 3DйϱϯϳЕᾁ ʾ ▀ ᾁ ᶆ Ω ЄЬвй˔ЄдрπὨϛθῬ ОжЮ˔Ќ˔χ ʺ ▀ χḛӬᾁ ʺΩ ᴟ

Ὣᴮˢ ˣ

▀
ˢ ᴶ Ⱳḧˣ

AGV
НАТϮ

▀
ᴶ

∕ᾫ
ЩЕиКАϼˢІГ˔ЌІ ӱˣ

ОжЮ˔Ќ˔ˢ ˣ τϢϥΥṁ τ ʺԏΦ οʺ ▀ ʺкАЕЂϱЇʺAGVὊ ʺAGV ʺкϾʺ▫ ϙ

Ộ Ӥ Ῥ   ʺ ▀ ᾁ ▀ ᾁ

/жϱр  ᵬ /жϱр  ᵬʺὮⱳχ ▀ὓᵊΩ ᴟ

1ᵕχЄЬвй˔Єдр
Д˔Ќ ˙ЯДи⌠ ˙Ὣᴮ

˙ ḧ Ⱳḧ˙

г˔Ѓ˔ ▀Ṫ ▀Ṫ

ЄЬвй˔Єдр
3DτϢϥФкΰΪЄЬвй˔Єдр
Υὓ▄πΦσΜ ὓ▄

2DτϢϥТϮІЕЄЬвй˔Єдр
Υὓ▄πΦσΜ ὓ▄

UIг˔ЃРзГϰ
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21 assimeeの拡張性・今後の開発機能

・・・今後対応予定

工程設計 ライン設計 生産計画 生産性評価・改善

3D生産シミュレーション

生産活動

assimee

スケジューラー

システム 工程 レイアウト/生産性 設備 スケジュール策定 現状見える化・課題抽出 改善シナリオ立案・検証 予実管理・分析

assimee

コスト計算機能の追加

レイアウト表示

3Dアニメーション表示

生成AIによる改善提案
機能（過去連動）

実績データ連携
（リアルタイム連携）

作業・条件表から
自動フロー作成

生成AI連携による
モデル構築

レポート・資料の
自動作成

今後の開発機能 今後の開発機能

AGVの
物理シミュレーション
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22 導入前後のサポートサービス - 他社にはない弊社の大きな強み -

下準備
データクレンジング

ラインデータ項目の使用可否判断

モデル化に適したラインの選別

モデリング

データを基にした初期モデルの作成

初期モデルと現場のすり合わせ（現地視察、モデル化に向けたディスカッション）

「パラメーター推定機能」により補完したパラメーターと現場データの確認・照合

分析・

改善検証

結果画⾯の分析方法共有、分析代行

改善施策の示唆出し、立案

改善施策の優先順位付け

改善施策のソフトウェア上の検証

改善施策の結果分析、再試行

導入から定着・自走まで徹底的なサポート体制を強みとしています。
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23 お問い合わせ先

お問合せフォーム URL https://bit-quark.com/inquiry/

こちらのORコードからも

お問合せフォームを確認いただけます。

■ assimee 商品ページ

https://assimee.com

■ assimee 事例ページ

https://assimee.com/blog/

■ assimee 動画ページ

https://www.youtube.com/@aiassimee1283

■ 会社ホームページ

https://bit-quark.com

各紹介サイト

が 貴社の課題を解決いたします！

ご興味・ご質問のある企業様は、お気軽に下記のお問合せフォームからご連絡ください。
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